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本書は、WOLF XML コンバータ(本ツール)の操作マニュアルになります。 

本ツール(ver.1.0.7)は WOLFのデータベースから XMLによるデータ作成および、作成した XMLデータ

を WOLFへ登録するツールです。 

 

※株式会社エスアールエル Doctor's Desk Light(DDL)からのデータ移行については必ず後述の 

「4-1 DDLからの XMLファイル作成」を参照ください。 

 

 

 1.動作環境 

・WOLF各バージョンの動作環境に準拠 

 Microsoft Windows 8/Vista/XP/2000等 (Windows 8/Vista は 64bit版を含む) 

 

・Microsoft.NET Frame Work2.0以上(インストールされていない場合はインターネット経由でインスト

ールが可能です) 

 

・XMLファイル作成／登録対象バージョンの WOLFがインストールされた環境 

 

 

2.制限事項 
  

・データ移行をおこなう際は、データが失われる恐れがありますため、データベースのバックアップ 

および DATA(画像)フォルダのバックアップを必ず取得しておいてください。 

 

・本ツールで作成した XML データは補助機能内の各種設定を移行対象としておりません。 

 補助機能内の各種設定のハードコピー等を移行前に準備いただき、移行後の環境に再設定を 

おこなってください。 

 

・本ツールで作成した XML データは下位バージョンの WOLFに登録することはできません。 

 XMLを作成した WOLFと同一バージョンもしくは上位のバージョンの WOLFに限ります。 

  例：有料版 WOLF2.0のデータを無料版 WOLF1.0への登録はできません。 

 

・不正なデータ改ざんを防ぐため、本ツールで作成した XMLファイルの内容をテキストエディタ等で 

変更した場合、WOLFへのデータを登録するはできません。 

 

・本ツールを使用して評価版 WOLFから XMLファイルを作成することは可能ですが、 

 最新バージョンの取得をおこなってください。 

 

・無料版、体験版からの移行の場合は、WOLF3.0をご購入いただき XMLコンバータをお願いいたします。 
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■データベース形式の違う WOLF、DDLのデータを移行する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■WOLF3.0を有料版 WOLF2.0/1.0/V、DDLと同一 PCにインストールした場合 

 WOLF3.0と XMLコンバータと同一環境にそのままインストール後、XMLコンバータの「データ移行 

ボタン」で直接データ移行が可能です。 

 

 

 

 

  

 

操作方法は後述の「4-4.XMLファイル登録」を参照ください。 

 

 

■WOLF3.0を有料版 WOLF2.0/1.0/V、DDLと別 PCにインストールした場合  

 旧環境で XMLコンバータのインストールと XMLファイルの作成をおこないます。 

 WOLF3.0をインストールした新環境にも XMLコンバータをインストールします。 

 旧環境で作成した XMLファイルを WOLF3.0環境にコピーし、XMLファイルの登録をおこないます。 

 

 

 

 

操作方法は後述の「4-4.XMLファイル登録」を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Jet 版 

有料版 WOLF2.0/ 1.0/ V/DDL 

MSDE 版 

有料版 WOLF2.0/ 1.0/ DDL 

Jet 版 

有料版 WOLF2.0/ 1.0/ V 

MSDE 版 WOLF 

有料版 WOLF2.0/ 1.0 

Jet および MSDE 版：有料版 WOLF2.0/1.0/DDL 

Jet 版：WOLF-V 

          ↓ 

PostgreSQL ：WOLF3.0 

Jet および MSDE 版：有料版 WOLF2.0/1.0/DDL 

Jet 版：WOLF-V 

PostgreSQL ：WOLF3.0 
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3.インストール 
 

(1)XMLConverter_Installer.EXEを実行します。 

 

Microsoft.NET FrameWork がインストールされていない場合、マイクロソフト社のサイトにオンライン

接続し NET FrameWork の自動インストールが可能です。「同意する」ボタンクリックでインストールが

始まります。.NET FrameWork のインストールにはインターネット環境が必須です。回線速度により 10

分以上の時間がかかる場合があります。 
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(2)NET FrameWork2.0 以上がインストールされている場合または、.NET FrameWorkのインストール 

終了後に下記画面が表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)インストールフォルダおよび使用するユーザを選択します。 
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(4)「次へ」で進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)「閉じる」ボタンをクリックしてインストール完了です。 
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4.操作方法 
 

4-1.DDLからの XMLファイル作成 

本ツールは株式会社エスアールエル Doctor's Desk Light(DDL)の XMLデータ作成に対応しております。 

 

■対応バージョン 

本ツールでの DDL対応バージョンは以下の通りです。 

・DDL ver1.1.0x(データベースバージョン:1.1.0) 

・DDL  ver1.3.3(データベースバージョン:1.1.6) 

 

本ツールでは DDLから XML の作成のみおこなえます。 

また、作成した XMLは WOLF へ登録することが可能ですが、DDLへ登録することはできません。 

 

■制限事項 

・DDL ver1.1.0xのデータを移行した場合 

DDL で作成された主治医意見書、生活習慣病療養計画書、訪問看護指示書(精神、特別含む)は現在の

様式と異なるためプレビューと参照作成のみおこなえます。 

 

・DDL ver1.3.3のデータを移行した場合 

DDLで作成された主治医意見書は WOLF上で編集可能な状態で移行されます。 

生活習慣病療養計画書、訪問看護指示書(精神、特別含む)は現在の様式と異なるためプレビューと参

照作成のみおこなえます。 

 

・本ツールで作成した DDL からの XMLデータは、データベースのみ移行対象となります。 

 そのため、画像および返書の保存ファイルはバックアップ取得後、WOLF側に手動で移動して 

ください。 

 

■DDLからの XMLファイル作成方法 

対象の DDLがインストールされた環境で本ツールを実行してください。 

DDLからのデータ移行については、「4-2 XMLファイル作成」の手順に従ってください。 
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4-2.XMLファイル作成 

 

現在インストールされている環境の DDLまたは WOLFのデータベースから XML 形式のテキスト 

ファイルを作成します。 

 

 

 

 

 

 

(1) 現在インストールされている DDLまたは WOLF の環境情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     XMLコンバータをインストール後、「C:￥XMLConverter」の配下にフォルダを 

作成するとデータ作業がスムーズです。例) C:￥XML Converter￥XML_WOLF2.0 

point 

(1) 

DDL/WOLFのバージョン：DDLまたは WOLFのバージョンを表示します。 

データベース形式：MSDEまたは Jet形式かを表示します。 

データ容量：データベースの容量を表示します。 
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(2) 画面上部「ファイル」メニューから「接続先」、「ファイル作成」、「対象ソフト」の接続先を 

選択します。 

※対象の DDLまたは WOLFがインストールされた環境で本ツールを実行してください。 

※WOLF3.0の XMLファイル作成には対応していません、登録のみの対応となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)「XMLファイル作成先／登録先」に XMLファイルを出力するファイルフォルダを選択します。 

※指定のフォルダに DDLまたは WOLFのデータが抽出された XMLファイルが作成されます。 

 

(4)「実行」ボタンをクリックします。 

※フォルダにファイルがある状態で実行するとファイルが上書きされます。 

必要なファイルを上書きしない様に注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)XMLファイル作成結果ウィンドウに「作成しました。」とメッセージが表示されましたら、 

「OK」ボタンをクリックします。 

 

(6)作成作業完了です。 

 

(3) 

(4) 

(2) 
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4-3.XMLファイル登録準備 

 

■WOLF3.0 DB接続設定の確認 

(1) ファイルメニューの接続先から「WOLF3.0 DB接続設定」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) WOLF3.0 DB接続画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■サーバIP  

・基本的にデフォルト値「localhost」のまま使用してください。  

・XMLコンバータをネットワーク上の別PCで実行する場合は、WOLFサーバのIPアドレスを登録してくだ

さい。  

 

■ユーザID  

・基本的にデフォルト値「postgres」のまま使用してください。  

 

■パスワード  

・WOLF3.0の製品インストーラからPostgreSQLをインストールした場合、デフォルトで「postgres」と

なります。  

・他システム等でPostgreSQLを使用している場合、そちらで使用している「postgres」ユーザのパスワ

ードを登録してください。  

 

 

(3)「OK」ボタンをクリックして登録してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 

(2) 



MDI-XMLConverter-MAN-007 

 12 

 

4-4.XMLファイル登録 

 

現在インストールされている WOLFのデータベースへ前述の「4-2.XMLファイル作成」の手順で作成した

XMLファイルを登録します。 

 

 

 

 

 

 

(1) 「XMLファイル作成先／登録先」に登録対象の XMLファイルが保存されているフォルダを 

選択します。 

 

※選択した XMLファイルのデータで現在インストールされている WOLF のデータベースに 

登録します。 

※誤った XMLファイルを選択された場合、必要なデータが失われるおそれがありますので 

 ご注意ください。 

 

(2)「XMLファイル作成先／登録先」に選択したフォルダの XMLファイル情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

 

 

 

 

 

(1) 

 

(2) 

XMLファイルの作成日：XMLファイルを作成した日時を表示します。 

WOLFのバージョン：作成した XMLファイルの DDLまたは WOLFのバージョンを 

表示します。 

データベース形式：MSDEまたは Jet形式かを表示します。 

データ容量：データベースの容量を表示します。 

 

 

別環境でデータ移行をされる場合、XMLコンバータをインストール後、 

4-2で作成した XMLファイルフォルダを「C:￥XML Converter」の配下へ 

コピーした上で XMLファイル登録をおこなうと作業がスムーズです。 

point 
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(3)データは、「上書き」と「追加」の 2通りから選択して登録が可能です。 

画面上部「ファイル」メニューから「データ投入方法」より、該当項目を選択します。 

 

※初期設定は「上書」となります。 

※WOLF3.0インストール直後の場合は、初期設定の状態で進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■別環境で作成した XML データを WOLF3.0へ登録する場合は P14へ 

■同一環境のデータを WOLF3.0へ直接移行する場合は P15へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 

上書き：すでに登録されているデータに、移行データを上書きします。 

追加：登録されているデータを残したまま、移行データを追加します。 
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■別環境で作成した XML データを WOLF3.0へ登録する場合  

別環境で XMLファイルを作成した場合は、前述の「4-4.XMLファイル登録」(1)(2)の手順に沿って 

XMLファイル登録をおこなってください。 

 

(4) XMLファイル登録の「実行」ボタンをクリックしてください。 

※データ量にもよりますが、登録には時間がかかる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)XMLコンバータウィンドウが表示されましたら、「はい」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)XMLファイル登録結果ウィンドウに「登録しました。」とメッセージが表示されましたら、 

「OK」ボタンをクリックします。 

 

(7)登録作業完了です。 

AEXUSをご利用の方は「5. AEXUSの移行」をご参照ください。 

 

 

(4) 

(5) 
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■同一環境のデータを WOLF3.0へ直接移行する場合 

インストール済みの WOLF2.0/WOLF-V/DDLから WOLF3.0へデータ移行する場合は、前述の「4-4.XML 

ファイル登録」(1)(2)の手順に沿って XMLファイル登録をおこなってください。 

 

※「WOLF3.0へデータ移行」ボタンから直接データ移行することが可能です。 

 

(4) 画面上部「ファイル」メニューから「接続先」、「ファイル登録」、「WOLF3.0へ接続」を 

選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)(4)にて接続先の選択をすることで、「WOLF3.0へデータ移行」のボタンが表示されます。 

ボタン表示後、XMLファイル登録の「WOLF3.0へデータ移行」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 

 

 

(5) 
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(6) WOLF3.0データ移行ウィンドウが表示されましたら、「はい」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

(7) XMLコンバータウィンドウが表示されましたら、「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

(8) XMLファイル登録結果ウィンドウに「登録しました。」とメッセージが表示されましたら、 

「OK」ボタンをクリックします。 

 

(9)移行作業完了です。 

AEXUSをご利用の方は「5. AEXUSの移行」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 

(7) 
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5.AEXUSの移行 
 

AEXUSをご利用の場合、WOLFのデータ移行をおこなった後、手動でデータの移行作業をおこなう必要

があります。ご利用状況にあわせて、以下手順にてデータ移行をおこなってください。 

 

■AEXUSのみをお使いで別環境にデータ移行される場合は P17へ 

■AEXUSと AEXUS Lib をお使いの場合は P18へ 
 

5-1.AEXUS単体で別環境にデータ移行される場合 

 

(1)AEXUSで使用しているテンプレート等が保存されているフォルダをコピーする。 

※同一環境の場合はそのままご利用いただけます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)別環境内に(1)のテンプレートフォルダをコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)移行作業完了です。 

テンプレートフォルダを移行 

例)C:\AEXUS-保存先 

 

テンプレートフォルダ 

例)C:\AEXUS-保存先 

移行元  

移行先  

(1) 

 

(2) 
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5-2.AEXUSと AEXUS Lib のデータを移行される場合 

 

(1) 各製品を参照し、DATA フォルダ(データの保存先)をコピーする。 

 

   【移行元が WOLF2.0場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【移行元が WOLF-V場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの保存先 

(C\Program Files\WOLF内の

DATA) 

 

データの保存先 

(C\WOLF内の DATA) 
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(2) (1) でコピーした DATAフォルダを C:\WOLF3内の DATAにコピーします。 

※クライアントサーバーでお使いの場合は、サーバーの C:\WOLF3内の DATAにコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)フォルダの上書きの確認ウィンドウが表示されましたら、「すべて上書き」ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)移行作業完了です。 

 

 

データ移行先 

(C\WOLF3内のDATA) 

 

(3) 


